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The purpose of this study was to investigate the Japanese family orientation, which is thought to be 
understood by the viewpoint of psychological individuation. Interviews about wife-husband role 
sharing, child-centered orientation, division of consciousness between inside and outside family, 
romantic love of married couples, and the gender personality of 24 Japanese people living overseas in 
Australia were carried out. The results showed that the Japanese family orientation of the interviewees 
was influenced by some working conditions and social security systems in Australia: family life had a 
priority to working life, and the individuals’ social status was not affected by marriage status, which 
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seemed to facilitate psychological individualization and to repress family-unit orientation. Moreover, 
such a mind of the couples was suggested to contribute to individual personality as prevention from 
gender influence. Furthermore, it was found that child-centered orientation and deficiency of romantic 
love between married couples were also necessary for family-unit orientation. 
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人既婚者 24名（女性 22名、男性 2名。うち 1組の夫婦を含む）が協力に同意した。それら
の調査対象者に、調査協力に関するインフォームド・コンセントをとり、約 1時間から 1時
間半、筆者と共同研究者のいずれかが、個人宅あるいはカフェで個別インタビュー調査を実



















は女性 22名のうち無職（専業主婦）は 14名、それ以外は週に数日の勤務が 4名、自営（夫
の仕事の補佐を含む）が 3名、主に在宅勤務（フルタイム勤務扱い）が 1名であった。年齢
層は 30代が 9名、40代が 12名、50・60代が 3名で、1名以外は子どもがいた。国籍は、調
査対象者は 2名が豪国籍、他の 22名は日本国籍で、1名は豪での永住権を取得していなかった。
調査対象者の配偶者（離別者を含む）は、日本国籍が 7名、豪国籍が 11名（うち、誕生国が
ギリシャ 1、日本 1、香港 1、アイルランド 1を含む）、それ以外の国籍が 6名（中国 2、韓国
2、ニュージーランド 1、英国 1）であった。婚姻関係については、No.11と No.12が夫婦で
あるため、それを 1組として数え、全 23組中事実婚が 2組、離別が 2組、死別が 1組、それ
以外の 18組は法的婚姻関係にあった。調査対象者が豪国に居住し始めた理由はワーキングホ
リデーが多く、6名いた（No.3, 6, 9, 21, 22, 23）。なお、本調査対象者集めを依頼した一人が、
自閉症の子をもつ親であったため、自閉症児をもつ対象者が 8名（No.1, 4, 9, 10, 11 & 12の夫







































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































社会的条件と同時に、対象者の夫自身も、仕事よりも家庭を優先して考えており（No.1, 2, 6, 
11&12, 15, 17, 19, 20, 22, 25）、夫の職場でも家庭の事情をかなり考慮してもらえる（No.1, 
No.8）し、日本では消化するのがためらわれる有給休暇をとるのは、こちらでは当然の権利























第二に、母親だけに育児の責任や価値を置く三歳児神話を信じていないケースも No.2, 3, 8, 
19, 21でみられたが、多くの調査対象者たちはそれを信じていた（No.4, 7, 10, 11&12, 13, 14, 
15, 20）。現在、調査対象者たちは、日本ではなく豪国で子育てをし、夫も日本人でない場合











































もセクシーな外見を心がけており、豪の男性は妻に「女」でいることを求めている（No.1, 4, 8, 
25）という感想を持っていた。男性は一般的にマッチョさや競技スポーツで強いことが理想
のように思われているとのことであった。睡眠習慣においても、豪夫婦は同じベッドで寝て、




夫だけが別室で寝ているケース（No.6, 9, 14）や、夫婦も子ども一緒に寝ているケース（No.8, 
13, 15, 17, 22）もあった。このように、子どもがいる夫婦が夫婦のみで寝るのが欧米では当然





















ことを挙げる者がいた（No.6, 7, 10）。これを No.7は「結婚したら先祖が変わってしまう女に、
先祖は無い」と表現した。No.5の男性も、出身地では長男が後を継ぐのは常識であるが、自
分は次男であるため家意識はないということであった。また豪では、たとえ 90歳以上になっ













思うかの質問に対して、非常に多くの対象者は否定的であった（No.1, 2, 3, 4, 6, 7, 8, 9, 10, 14, 











次に本対象者には、自分は強い人間であると自覚している（No.2, 6, 9, 13, 14, 18, 19）場合
が多かった。また、豪では子どもの頃から、ジェンダー教育が充実しており、男女にかかわ
らず、女性性も男性性も兼ね備えることを教えられていた。そのため、調査対象者の多くは、
豪国では女性の方が男性より自己主張が強い（No.1, 2, 4, 6, 22）と捉えられていた。女性が強
いことと並行して、豪では男性も、日本・アジア諸国のようなジェンダー化がされていなかっ
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